
 

多重課題研修を実施しました 

 レベルⅠ(新人)研修として、多重課題研修を実施しました。今年の研修は新型コロナウィ

ルスの影響で、先輩達はマスクにフェイスシールドをつけて患者役を熱演しました。 

 

 実地指導者に見守られ、いざ本番！ ナースコールで患者さんが「ちょっと来てくださ

い」と呼んでいます。訪室すると同室の患者さんたちが… 酸素マスクの患者さんや今にも

「よっこいしょ」と動きだす骨折患者さんが見えます。 

また、別のシーンでは点滴の対応をしようとすると、「痛い…」と胸を押さえています。 

 

研修生からは「緊張した」「焦って上手くできなかった」などの声が聞かれましたが、実地

指導者の先輩たちは「優先度を考慮した対応ができてた」や「目配りができていた」「必要な

時は応援を呼ぶことができていた」など入職からの成長を感じていたようです。 

国際医療福祉大学塩谷病院 看護部だより―教育編― 

先輩たちに見守られ、緊張しながらも研修に向かいました。 

真剣に患者と向き合う新人看護師の様子をちょっとお見せします 


